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安全・安心・おいしい水づくりキャンペーン安全・安心・おいしい水づくりキャンペーン

～～ 第２回懇話会以降の実施状況報告第２回懇話会以降の実施状況報告 ～～

千葉県水道局技術部千葉県水道局技術部

計画課おいしい水づくり推進室計画課おいしい水づくり推進室

第第33回おいしい水づくり推進懇話会資料回おいしい水づくり推進懇話会資料

（（平成平成2020年年22月月2222日）日）
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キャンペーン実施状況キャンペーン実施状況 （第２回懇話会以降）（第２回懇話会以降）
～お客様への「積極的なアピール」と「体験機会の提供」～

１ おいしい水づくりの取り組みを積極的にアピールします１１ おいしい水づくりの取り組みを積極的にアピールしますおいしい水づくりの取り組みを積極的にアピールします

２ 水道水の安全性やおいしさを体験いただく機会を提供します２２ 水道水水道水のの安全安全性や性やおいしおいしさをさを体験いただく機会を提供します体験いただく機会を提供します

（１） インターネットを活用したPR：
オフィシャルサイト随時更新中、更新とあわせて、メールマガジン配信中

（２） マスメディアを活用したPR ：
テレビ・新聞にて取り組みをPR（NHK：野菊通水、千葉日報：プレゼント、他業界新聞）

（３） 文字メディアを活用したPR ：
広報紙（県水だより）によるPR、リーフレット追加作成（3万部）・児童向け冊子：検討

（４） その他のPR活動：
PRグッズ追加作成中（一般向け来年度検討）、局配付物刷りこみPR実施中

（１） 試飲・利き水実施、水道水に関する相談：
浄水場見学会、まちかど水道相談実施による体験機会提供

（２） 水道出前講座（ウォーターキッズ制度）の試行実施：（詳細は別添資料１＆２）

モデル校「2校」選定、試行実施による体験機会提供
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（１）おいしい水づくりの取り組みを（１）おいしい水づくりの取り組みを
積極的にアピールします積極的にアピールします

○インターネットを活用したPR

・コンテンツ作成・更新回数：25回、閲覧数：約20万件（1月末まで）

・毎月プレゼントクイズ実施・応募者数：約1,000件（現在まで）

・更新とあわせ「メールマガジン」配信：登録者約1,200件（現在まで）

○インターネットを活用した○インターネットを活用したPRPR

・コンテンツ作成・更新回数：25回、閲覧数：約20万件（1月末まで）

・毎月プレゼントクイズ実施・応募者数：約1,000件（現在まで）

・更新とあわせ「メールマガジン」配信：登録者約1,200件（現在まで）

「おいしい水づくりマガジン」

の登録を随時募集中！
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（１）おいしい水づくりの取り組みを（１）おいしい水づくりの取り組みを
積極的にアピールします積極的にアピールします

○文字メディアを活用したPR
県水だよりに取組み紹介を順次掲載中（現在：その３まで）

○文字メディアを活用した○文字メディアを活用したPRPR
県水だよりに取組み紹介を順次掲載中（現在：その３まで）

「おいしい水づくり計画ってなにをするの？」
コーナー掲載内容は、リーフレット内容を毎号
に分けて掲載中！
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（１）おいしい水づくりの取り組みを（１）おいしい水づくりの取り組みを
積極的にアピールします積極的にアピールします

○その他のPR活動
・配付用PRグッズ追加作成中（トートバック＆下敷き：計2万千枚）
・配付物刷りこみによるPR実施中（検針票裏面・封筒 他）等

○その他の○その他のPRPR活動活動
・配付用PRグッズ追加作成中（トートバック＆下敷き：計2万千枚）
・配付物刷りこみによるPR実施中（検針票裏面・封筒 他）等

検針票裏面（おいしい水づくりPR刷りこみ版）
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（１）おいしい水づくりの取り組みを（１）おいしい水づくりの取り組みを
積極的にアピールします積極的にアピールします

○その他のPR活動
・配付用PRグッズ追加作成中（トートバック＆下敷き：計2万5千枚）
・配付物刷りこみによるPR実施中（検針票裏面・封筒 他）等

○その他の○その他のPRPR活動活動
・配付用PRグッズ追加作成中（トートバック＆下敷き：計2万5千枚）
・配付物刷りこみによるPR実施中（検針票裏面・封筒 他）等

局封筒
（おいしい水づくり

PR刷りこみ版）
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（２）水道水のおいしさを（２）水道水のおいしさを
体験いただく機会を提供します体験いただく機会を提供します

○親しみのあるわかりやすい浄水場見学会の実施
平成19年10月28日・29日に「ちば野菊の里浄水場通水記念見学会」を
実施（好評のため抽選：参加者：約250名）応募者数約550名

○○親しみのあるわかりやすい浄水場見学会の実施親しみのあるわかりやすい浄水場見学会の実施
平成19年10月28日・29日に「ちば野菊の里浄水場通水記念見学会」を
実施（好評のため抽選：参加者：約250名）応募者数約550名

ちば野菊の里浄水場通水記念
見学会の実施状況

ちば野菊の里浄水場通水記念
見学会の実施状況 （施設での説明状況）（施設での説明状況）

（施設概要の説明）（施設概要の説明）

今年度も3月末に「桜の季節の見学会」開催予定今年度も3月末に「桜の季節の見学会」開催予定
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（２）水道水のおいしさを（２）水道水のおいしさを
体験いただく機会を提供します体験いただく機会を提供します

○水道水の試飲の実施（まちかど水道相談：平成19年度計10回実施）
「冷やした」水道水（塩素有り）の試飲実施 計：約1,700名

○水道水の安全性・おいしさに関する相談の実施
・オフィシャルサイトコーナー「水のQ&A」随時更新（現在その８まで）

・まちかど水道相談コーナー等でアンケートを通じた相談を実施：
平成19年度実施分計：約3,500名（聖徳大学園祭で協力実施：約200件）

○○水道水の試飲の実施水道水の試飲の実施（まちかど水道相談：平成19年度計計1010回回実施）
「冷やした」水道水（塩素有り）の試飲実施 計：約計：約1,7001,700名名

○○水道水の安全性・おいしさに関する相談の実施水道水の安全性・おいしさに関する相談の実施
・オフィシャルサイトコーナー「水のQ&A」随時更新（現在その８まで）

・まちかど水道相談コーナー等でアンケートを通じた相談を実施：
平成平成1919年度実施分計：年度実施分計：約約3,5003,500名名（聖徳大学園祭で協力実施：約200件）

聖徳大学園祭の説明・アンケート状況（学生が担当し実施）聖徳大学園祭の説明・アンケート状況（学生が担当し実施）
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（２）水道水のおいしさを（２）水道水のおいしさを
体験いただく機会を提供します体験いただく機会を提供します

○水道出前講座の試行実施（詳細は、別添資料１＆２参照）
水道学習モデル校を「2校」選定し小学4年児童「計117名」に実施
⇒水道水のできる過程＋安全性＋局の取り組みを理解いただき、

水道水の正しい知識を提供＋冷やした水道水のおいしさを体験

○○水道出前講座の試行実施水道出前講座の試行実施（（詳細は、別添資料１＆２参照詳細は、別添資料１＆２参照））
水道学習モデル校を「2校」選定し小学4年児童「計117名」に実施
⇒水道水のできる過程＋安全性＋局の取り組みを理解いただき、

水道水の正しい知識を提供＋冷やした水道水のおいしさを体験

ほぼ全児童が「とても楽しかった」と回答。

過程・安全性・局の取り組み「わかった」と回答。

ほぼ全児童が「とても楽しかった」と回答。

過程・安全性・局の取り組み「わかった」と回答。

【水道出前講座での学習の楽しさ】

95.7% 3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても楽しかった(N=112) ふつう(N=4)
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（２）水道水のおいしさを（２）水道水のおいしさを
体験いただく機会を提供します体験いただく機会を提供します

○水道出前講座の試行実施（詳細は、別添資料１＆２参照）
水道学習モデル校を「2校」選定し小学4年児童「計117名」に実施
⇒水道水のできる過程＋安全性＋局の取り組みを理解いただき、

水道水の正しい知識を提供＋冷やした水道水のおいしさを体験

○○水道出前講座の試行実施水道出前講座の試行実施（（詳細は、別添資料１＆２参照詳細は、別添資料１＆２参照））
水道学習モデル校を「2校」選定し小学4年児童「計117名」に実施
⇒水道水のできる過程＋安全性＋局の取り組みを理解いただき、

水道水の正しい知識を提供＋冷やした水道水のおいしさを体験

ほぼ全児童が「とても楽しかった」と回答。

過程・安全性・局の取り組み「わかった」と回答。

ほぼ全児童が「とても楽しかった」と回答。

過程・安全性・局の取り組み「わかった」と回答。

【理解度：水道水の安全性及びおいしい水づくりへの局の取組み】

92.3% 6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくわかった(N=108) まあまあわかった(N=8)
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安全・安心・おいしい水づくりキャンペーン安全・安心・おいしい水づくりキャンペーン

～～ 第２回懇話会以降の実施状況報告第２回懇話会以降の実施状況報告 ～～

第第33回おいしい水づくり推進懇話会資料回おいしい水づくり推進懇話会資料

（（平成平成2020年年22月月2222日）日）

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


